
は
じ
め
に

　

日
蓮
聖
人
の
御
生
誕
八
百
年
に
あ
た
り
、
そ
の
「
誕
生
」
を
ど
う
意
味
づ
け
る
か
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
日
蓮
宗
勧
学
院
に

お
い
て
も
、
三
回
に
わ
た
っ
て
「
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
の
意
義
を
考
え
る
―
日
蓮
宗
の
現
代
的
意
義
―
」
と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
こ
の
問
題
の
重
要
さ
が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
た
。

　

研
修
会
で
交
わ
さ
れ
た
議
論
の
中
で
、
日
蓮
聖
人
の
誕
生
を
特
に
「
御
降
誕
」
と
し
て
意
義
付
け
、
そ
の
聖
日
と
さ
れ
る
貞
応
元
年
二
月
十
六
日
を

め
ぐ
る
意
味
を
、
各
方
面
か
ら
問
い
か
け
ら
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
特
に
、「
日
蓮
聖
人
が
み
ず
か
ら
上
行
菩
薩
の
自
覚
」
を
持
た
れ
た
こ
と
か

ら
、
日
蓮
聖
人
の
誕
生
を
「
御
降
誕
」
と
意
味
づ
け
、
さ
ら
に
二
月
十
六
日
こ
そ
が
そ
の
日
と
す
る
の
は
、
き
わ
め
て
宗
教
的
な
営
み
で
あ
る
と
価
値

的
に
捉
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、「
御
降
誕
」
の
奇
瑞
と
し
て
語
ら
れ
る
湧
水・
蓮
華・
群
鯛
は
、
単
な
る
奇
瑞
と
し
て
で
は
な
く
、
日
蓮
聖
人
の
体
験
的

な
法
華
経
信
仰
の
表
れ
で
あ
る
と
、
大
き
く
捉
え
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
聖
な
る
「
二
月
十
六
日
」
の
信
仰
上
の
意
義
付
け
は
、
そ
れ
こ
そ
日
蓮
聖
人
を
仰
ぐ
祖
師
信
仰
八
〇
〇
年
の
歴
史
を
背
景

第
七
十
三
回　

日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
記
念
講
演
（
令
和
三
年
十
一
月
十
三
日
）

日
蓮
聖
人
御
生
誕
を
め
ぐ
る
古
文
書

中
　
尾
　
　
　
堯
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に
、
明
確
に
捉
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
度
の
勧
学
院
の
研
修
会
で
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
問
題
意
識
と
し
て
、
お
お
よ
そ
次
の
四
項
目
を
あ
げ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
専
門
領
域
の
研
究
者
か
ら
の
提
言
を
得
た
。
そ
の
詳
細
な
内
容
は
、『
日
蓮
宗
勧
学
院
報
』
第
二
十
一・

二
十
二・

二
十
三
号
所
収
の
、
共
通

テ
ー
マ
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
の
意
義
を
考
え
る
―
日
蓮
宗
の
現
代
的
意
義
―
」（
平
成
二
十
九
年・

令
和
一・

二
年
の

勧
学
院
研
修
会
の
報
告
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
、
誕
生
の
地

⑴
誕
生
の
史
実
を
め
ぐ
る
当
時
の
社
会
情
況
を
、
誕
生
の
日・

誕
生
の
地・

父
母
な
ど
出
自
な
ど
に
つ
い
て
、
い
わ
ば
史
的
環
境
を
明
ら
か
に�

す
る
こ
と
で
あ
る
。
⑵
「
御
降
誕
」
と
意
義
づ
け
る
宗
教
的
な
理
解
の
仕
方
、
特
に
日
蓮
宗
の
教
学
体
系
を
基
と
し
た
理
解
が
も
と
め
ら
れ
る
。

⑶
「
御
降
誕
」
さ
れ
た
日
蓮
聖
人
が
、
八
〇
〇
年
の
時
空
を
越
え
て
再
生
す
る
、
祖
師
伝
と
祖
師
信
仰
の
生
成
を
辿
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

明
ら
か
に
さ
れ
た
伝
統
の
上
に
、
勧
学
院
で
掲
げ
た
「
日
蓮
宗
の
現
代
的
意
義
」
が
、
改
め
て
問
わ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
重

要
な
問
題
に
答
え
を
提
示
す
る
も
の
で
は
な
く
、
大
方
の
要
請
に
よ
っ
て
そ
の
基
本
的
な
文
献
な
り
古
文
書
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

研
修
会
で
は
、「
日
蓮
聖
人
御
降
誕
の
伝
記
と
伝
説
」
の
テ
ー
マ
で
、
寺
尾
英
智
氏
の
問
題
提
起
が
あ
っ
て
、
す
で
に
整
理
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
よ
く
引
か
れ
る
よ
う
に
、「
佐
渡
御
勘
気
鈔
」「
本
尊
問
答
鈔
」「
善
無
畏
三
蔵
鈔
」
等
の
記
事
に
よ
っ

て
、
漁
夫
の
子
と
し
て
の
出
自
が
一
般
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
鎌
倉
中
期
の
漁
村
に
み
る
村
落
の
構
成
か
ら
見
る
と
、
漁
夫
が
自
由
に
出
家

す
る
こ
と
は
困
難
で
、
有
力
な
漁
民
の
子
で
あ
る
と
み
る
の
が
定
説
で
あ
る
。
そ
の
上
、
こ
れ
ら
三
書
は
い
ず
れ
も
本
書
が
つ
た
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、

史
料
的
価
値
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
が
伝
来
し
な
い
遺
文
に
も
正
筆
と
み
て
よ
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
こ
の
三
書
に
つ
い
て

も
さ
ら
に
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
余
地
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

む
し
ろ
こ
れ
ら
の
三
史
料
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
在
所
が
「
安
房
国
長
狭
郡
東
条
郷
片
海
」
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
新
尼
御
前
御
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返
事
」
に
日
蓮
聖
人
の
は
る
か
な
故
郷
の
思
い
出
と
し
て
、
か
た
う

み
（
片
海
）・

い
ち
か
わ
（
市
河
）・

こ
み
な
と
（
小
湊
）
の
礒
を
は

る
か
に
懐
か
し
む
文
言
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
小

湊
の
北
に
つ
ら
な
る
地
が
市
川
で
あ
る
と
、
誕
生
寺
に
伝
わ
る
「
誕

生
寺
絵
図
」
は
示
し
、
南
方
に
あ
た
る
海
岸
が
片
海
と
み
ら
れ
る
。

日
蓮
聖
人
の
誕
生
が
こ
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
、
日
蓮
聖
人

の
山
を
背
に
し
た
海
岸
の
漁
村
で
の
誕
生
は
一
応
肯
定
で
き
る
。

　

こ
の
見
解
に
つ
い
て
有
力
な
手
掛
か
り
と
な
っ
た
の
は
、
平
成
三

年
五
月
に
寺
尾
氏
と
実
施
し
た
、
誕
生
寺
祖
師
堂
に
安
置
す
る
「
日

蓮
聖
人
木
像
」
の
胎
内
文
書
で
あ
る
。
大
量
に
納
入
さ
れ
た
願
文
や

写
経
の
中
か
ら
、
こ
の
木
像
を
造
立
す
る
に
あ
た
っ
て
込
め
た
、
貞

和
二
年
（
一
三
四
六
）
八
月
二
十
九
日
付
の
「
日
静
願
文
」
一
通
で
あ

る
。
こ
の
文
書
の
写
真
と
釈
文
は
、
日
蓮
聖
人
門
下
諸
寺
文
書
集
成

『
誕
生
寺
文
書
』　
（
誕
生
寺
文
書
編
纂
会
（
中
尾
堯・

寺
尾
英
智・
緒

方
啓
介
）
編　

平
成
四
年
五
月
六
日
『
誕
生
寺
文
書
』
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

『日静上人願文』（小湊誕生寺蔵）
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（
釈
文
）「
日
静
上
人
願
文
」
貞
治
二
年
八
月
廿
九
日
付
（
二
四・

六
×
三
五・

〇
セ
ン
チ
）

　

夫
、
□
□
□
日
蓮
大
菩
薩
、
於
当
国
安
房
東

　
　

条
郡
片
□
□
□
誕
生
有ﾚ

之
、
去
貞
応
元
年
〈
壬
午
〉、

　
　

□
□
□
御
影
像
造ﾚ

之
。
爰
刑
部
ノ
ア
サ
リ
日
静
、

　
　

□
十
三
秊
立
願
御
影
堂
造
り
、
尚
貞
治
二
年

　
　

み
つ
の
と
の
卯
年
三
月
六
日
の
ミ
う
ち
し
て
、
同
八
年
廿

　
　

九
日
開
眼
供
養
有ﾚ

之
。
御
身
内
法
花
経
幷
是
好

　
　

良
薬
甘
草
等
の
三
種
奉ﾚ

納
、
為ｲ
衆
病
悉
除ｱ

、

　
　

五
穀
又
五
穀
生
身
□
、
諸
仏
菩
薩
諸
神

　
　

皆
以ｲ

福
智
の
二ｱ

報ｲ

恩
徳ｱ

所ﾚ

納
者
、
今
又

　
　

法
花
経
五
こ
く
を
奉ﾚ

納
、
此
二
福
万
福
の

　
　

父
母
、
八
万
法
蔵
の
種
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
無
多
宝
如
来

　
　

南
無
妙
法
蓮
華
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
無
釈
迦
牟
尼
仏

　

貞
治
二
年
八
月
廿
九
日
〈
太
才
之
卯
〉　

日　

静
（
花
押
）　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
十
三
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こ
の
文
書
を
詳
細
に
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
読
み
説
か
れ
る
。

①
日
蓮
聖
人
の
誕
生
と
木
像
造
立

夫
、
□
□
□
日
蓮
大
菩
薩
、
当
国
安
房
東
条
郡
片
□（

海
）に

お
い
て
御
誕
生
こ
れ
有
り
、
去
ぬ
る
貞
応
元
年
〈
壬
子
〉
□
、
□
□
御
影
像
こ
れ
を
造
る
、

貞じ
ょ
う

治じ

二
年
（
一
三
六
三
）
に
は
、
す
で
に
「
日
蓮
大
菩
薩
」
と
「
菩
薩
号
」
を
用
い
て
い
た
。

日
蓮
聖
人
は
、
貞じ

ょ
う

応お
う

元
年
〈
壬
午
〉
に
当
国
安
房
東
条
郡
片
海
に
お
い
て
誕
生
さ
れ
た
。
誕
生
寺
第
三
代
（
日
蓮
聖
人
を
開
山
に
す
る
と
第
四

代
）
日
静
が
、
日
蓮
聖
人
の
御
影
像
を
誕
生
の
地
に
造
立
す
る
。

②
立
願
と
造
像

爰
に
、
刑
部
阿
闍
梨
日
静
□
十
三
秊
に
立
願
し
て
御
影
堂
を
造
り
、
尚
、
貞
治
二
年
み
つ
の
と
の
卯
年
三
月
六
日
鑿
打
ち
し
て
、
同
八
月
廿
九
日
に

開
眼
供
養
こ
れ
有
り
、

刑ぎ
ょ
う

部ぶ

の
阿あ

闍じ
ゃ

梨り

日に
ち

静じ
ょ
うの

七
十
三
歳
の
時
に
立
願
し
て
、
ま
ず
日
蓮
聖
人
の
御み

影え
い

堂ど
う

を
建
立
し
た
。

御
影
堂
に
安
置
す
る
日
蓮
聖
人
の
御
影
は
、
貞
治
二
年
三
月
六
日
に
鑿の

み

入
れ
を
し
て
、
そ
の
八
月
二
十
九
日
に
開
眼
供
養
し
て
御
影
堂
に
奉
安
し

た
。

③
胎
内
納
入
物
と
願
意

御
身
の
内
に
法
花
経
、
幷
び
に
是
好
良
薬
の
甘
草
等
の
三
種
を
納
め
奉
る
は
衆
病
悉
除
の
為
、
五
穀
は
又
五
蔵
生
身
□
の
為
、
諸
仏・

菩
薩・

諸
神

に
は
、
福
智
の
二
を
も
っ
て
恩
徳
に
報
い
ん
と
納
む
る
者
な
り
、
今
、
又
□
□
□
法
花
経・

五
穀
を
納
め
奉
る
、
此
の
二
福
は
万
福
の
父
母
、
八
万

法
蔵
の
種
子
な
り
、

胎
内
に
奉
籠
し
た
聖
物
と
そ
の
願
意
は
、
法
華
経
の
写
経
を
は
じ
め
甘
草
等
の
薬
草
三
種
は
、
衆
生
の
病
を
悉
く
除
く
こ
と
を
、
五
穀
は
五
蔵

生
身
を
祈
る
為
で
あ
る
。
諸
仏・

菩
薩・

諸
神
に
は
皆
福
智
の
二
を
も
っ
て
、
そ
の
恩
徳
に
報
い
ん
と
願
っ
て
納
め
る
。
さ
ら
に
法
華
経
の
写

経
と
五
穀
を
納
め
る
趣
旨
は
、
こ
の
二
福
は
万
福
の
父
母
で
あ
り
、
五
穀
は
八
幡
法
蔵
の
種
子
に
あ
た
か
ら
で
あ
る
。
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④
書
き
止
め・

日
付・

署
名
等

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
と
、
釈
迦・

多
宝
の
両
尊
を
勧
請
す
る
。
つ
い
で
「
貞
治
二
年
八
月
廿
五
日
〈
大
才
之
卯
〉」
の
日
付
と
、「　

七
十

三　

日
静
（
花
押
）」
の
署
名
と
花
押
を
据
え
て
、「
日
静
」
の
願
文
は
終
わ
る
。

　

こ
れ
ら
の
注
目
す
べ
き
諸
点
を
掲
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

日
蓮
聖
人
の
誕
生
が
安
房
国
長
狭
郡
東
条
郷
片
海
（
現
在
の
千
葉
県
鴨
川
市
小
湊
の
付
近
）
で
あ
る
こ
と
は
、
誕
生
寺
第
四
世
の
日
静
が
長
年
に
わ

た
っ
て
木
像
を
祖
師
堂
に
安
置
し
よ
う
と
念
願
を
懐
い
た
末
、
日
蓮
聖
人
の
没
後
六
十
五
年
目
に
あ
た
る
七
十
三
歳
の
時
に
、
よ
う
や
く
所
期
の
通
り

実
現
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
造
立
の
願
主
日
静
は
日
蓮
聖
人
に
直
接
面
拝
し
て
受
法
し
た
「
面
授
」
の
弟
子
で
は
な
い
が
、
幼
い
時
か
ら
「
片

海
に
誕
生
」
と
い
う
事
実
は
よ
く
承
知
し
て
い
た
筈
で
あ
る
か
ら
、「
貞
応
元
年
」
と
い
う
誕
生
の
年
と
と
も
に
鮮
明
な
記
憶
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
貞
応
元
年
に
片
海
に
出
生
」
と
い
う
史
実
は
確
実
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

た
だ
惜
し
い
こ
と
に
は
、「
貞
応
二
年
」
の
年
紀
に
続
く
文
字
は
欠
字
と
な
っ
て
い
て
、
擦
り
切
れ
て
い
る
文
字
の
間
隔
か
ら
み
る
と
「
二
月
十
六

日
」
の
日
付
が
あ
っ
た
よ
う
に
は
み
ら
れ
な
い
。
木
像
造
立
の
願
主
で
誕
生
寺
住
持
の
日
静
に
は
、
日
蓮
聖
人
の
誕
生
日
に
あ
た
る
「
二
月
十
六
日
」

は
ま
だ
念
頭
に
は
な
く
、「
貞
応
元
年
」
の
生
年
の
他
は
記
憶
に
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
旧
暦
の
貞
応
元
年
二
月
十
六
日
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ

ス
暦
に
よ
っ
て
今
日
の
太
陽
暦
に
な
お
す
と
気
候
の
良
く
な
る
三
月
三
十
日
で
、
釈
尊
入
滅
の
翌
日
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
間
も
な
く
こ
の

吉
日
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
近
代
に
あ
っ
て
は
、
い
か
に
歴
史
上
に
名
を
残
し
た
人
物
で
あ
っ
て
も
、
生
ま
れ
た
月
日
ま
で
明
確
な
ケ
ー

ス
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
程
み
ら
れ
な
い
。
偉
大
な
救
世
主
と
し
て
仰
ぐ
日
蓮
聖
人
の
誕
生
を
寿
ぐ
た
め
に
、
こ
の
日
が
定
め
ら
れ
た
と
い
う
、
き
わ
め

て
宗
教
的
な
意
味
を
帯
び
る
聖
な
る
日
で
あ
る
。

　

後
に
身
延
山
に
隠
棲
し
た
日
蓮
聖
人
に
と
っ
て
、
は
る
か
東
に
あ
た
る
故
郷
の
風
光
は
、
懐
か
し
い
思
い
出
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
故
郷
か

ら
新
尼
御
前
が
届
け
て
く
れ
た
「
あ
ま
の
り
」
を
み
て
、
日
蓮
聖
人
は
深
い
望
郷
の
念
に
か
ら
れ
、
一
通
の
返
事
を
し
た
た
め
た
。「
新
尼
御
前
御
返

事
」（
身
延
山
曽
存
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
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「
新
尼
御
前
御
返
事
」（
文
永
十
二
）
二
月
十
六
日
付　
　

昭
和
定
本
『
日
蓮
聖
人
遺
文
』
所
収

あ
ま
の
り
一
ふ
く
ろ
送
給
了
。
又
大
尼
御
前
よ
り
あ
ま
の
り
畏
こ
ま
り
入
て
候
、（
中
略
）

峰
に
上
て
わ
か
め
や
を
い
た
る
と
見
候
へ
ば
、
さ
に
て
は
な
く
し
て
わ
ら
び
の
み
並
立
た
り
。
谷
に
下
て
あ
ま
の
り
や
を
い
た
る
と
尋
れ
ば
、
あ

や
ま
り
て
や
み
る
ら
ん
、
せ
り
の
み
し
げ
り
ふ
し
た
り
。
古
郷
の
事
は
る
か
に
思
わ
す
れ
て
候
つ
る
に
、
今
此
の
あ
ま
の
り
を
見
候
て
、
よ
し
な

き
心
を
も
ひ
い
で
て
、
う
く
つ
ら
し
。
か
た
う
み・

い
ち
か
わ・

こ
み
な
と
の
礒
の
ほ
と
り
に
て
昔
見
し
あ
ま
の
り
な
り
。
色
形
あ
ぢ
わ
ひ
も
か

は
ら
ず
。
な
ど
我
父
母
か
は
ら
せ
給
け
ん
と
、
か
た
ち
が
へ
な
る
う
ら
め
し
さ
、
な
み
だ
を
さ
へ
が
た
し
。（
中
略
）

（
文
永
一
二
）
二
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日　

蓮
（
花
押
）　　

新
尼
御
前
御
返
事

「
新
尼
御
前
御
返
事
」
は
、
故
郷
の
海
辺
を
懐
し
む
、
日
蓮
聖
人
の
飾
ら
な
い
自
然
な
想
い
が
溢
れ
た
書
と
し
て
、
深
い
意
味
が
あ
る
。「
今
此
の
あ
ま

の
り
を
見
候
て
、
よ
し
な
き
心
を
も
ひ
い
で
て
、
う（

憂
）く

つ
ら
し
」
と
、
海
辺
に
生
え
る
海
藻
に
故
郷
の
海
の
香
を
想
い
、「
か
た
う
み
（
片
海
）・

い
ち

か
わ
（
市
河
）・

こ
み
な
と
（
小
湊
）
の
礒
の
ほ
と
り
」
と
、
内
海
を
囲
む
海
浜
の
村
々
の
景
観
を
懐
か
し
む
。
身
延
の
山
中
に
過
ご
す
日
蓮
聖
人
に

と
っ
て
、
故
郷
の
思
い
に
浸
る
安
ら
か
な
ひ
と
時
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
内
海
を
囲
む
風
光
は
、
今
ま
で
述
べ
た
東
条
郷
の
片
海
の
そ

の
ま
ま
に
、
日
蓮
聖
人
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
た
。

　

日
蓮
聖
人
の
生
家
の
所
在
に
つ
い
て
、
京
都
本
圀
寺
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』
の
「
第
一　

誕
生
」
の
段
に
、
蓮
華
と
湧
水
の
二
奇
瑞
と
と
も
に
、
庭

先
が
も
う
す
ぐ
海
辺
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
塩
害
な
ど
が
激
し
く
て
居
住
環
境
と
し
て
ま
こ
と
に
不
適
切
で
あ
る
。
ま
た
、
身
延
山

久
遠
寺
に
伝
わ
る
日
朝
の
『
元
祖
化
導
記
』
に
は
「
今
彼
処ﾝ ニ

（
小
湊
）
誕
生
寺ﾝ ト

テ小
堂
有ﾚ

之
」
と
あ
り
、
小
湊
の
あ
た
り
の
微
高
地
に
小
堂
が
あ
っ
た

と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
生
家
の
場
所
に
あ
た
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
日
静
が
建
て
て
日
蓮
聖
人
像
を
安
置
し
た
小
堂
と
み
る

こ
と
は
許
さ
れ
る
と
思
う
。
先
に
紹
介
し
た
勧
学
院
の
第
一
回
研
修
会
で
、
寺
尾
氏
が
「
元
禄
十
六
年
の
大
地
震・

津
波
に
よ
っ
て
…
…
誕
生
寺
の
伽

藍
も
流
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
説
に
は
賛
成
で
、
誕
生
寺
の
寺
域
は
元
よ
り
現
在
地
に
あ
り
、
小
湊
と
片
海
の
間
に
あ
る
小
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高
い
微
高
地
で
、
津
波
や
塩
害
の
及
ば
な
い
場
所
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
事
情
を
物
語
る
一
例
と
し
て
、
先
述
の
「
誕
生
寺
日
蓮
聖
人
木
像
胎
内
納
入
文
書
」
が
納
入
さ
れ
て
い
る
、「
日
蓮
聖
人
木
像
」
に
つ
い
て
み
よ

う
。
等
身
大
の
こ
の
木
像
は
、
全
体
的
に
ど
っ
し
り
と
重
量
感
の
あ
る
、
寄
木
造
り
で
玉
眼
を
嵌
入
し
彩
色
を
施
し
た
、
裸
形
着
衣
形
式
の
等
身
の
坐

像
で
あ
る
。
特
色
は
、
白
毫
を
あ
ら
わ
す
玉
を
埋
め
る
穴
が
、
眉
間
に
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
今
は
欠
失
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
木
像
の

解
体
修
理
に
あ
た
っ
て
、
像
容
の
大
幅
な
改
変
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
削
除
さ
れ
た
跡
を
復
元
的
に
元
の
姿
を
観
察
す
る
と
、
相
貌
は

実
に
豊
か
で
重
量
感
に
あ
ふ
れ
、
小
湊
の
海
浜
に
住
む
有
力
な
漁
民
を
観
る
よ
う
で
、
津
波
な
ど
の
大
災
害
に
遭
遇
す
る
と
と
て
も
運
び
出
す
こ
と
は

困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
の
木
像
は
帷
子
（
白
衣
）
に
衣
帯
を
着
け
袈
裟
を
掛
け
た
上
で
、
一
間
堂
か
三
間
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
現

在
の
大
伽
藍
は
、
そ
の
後
地
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
中
山
法
華
経
寺
の
祖
師
堂
は
同
じ
場
所
に
建
て
替
え
ら
れ
、
重
文
に
指
定

さ
れ
て
い
る
現
在
の
堂
は
五
度
目
の
再
建
で
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
完
成
し
て
い
る
。

二
、
誕
生
の
社
会
環
境

　

日
蓮
聖
人
の
生
誕
を
め
ぐ
っ
て
語
ら
れ
る
事
項
の
一
つ
に
、
父
が
貫
名
重
忠
で
母
が
梅
菊
御
前
と
伝
え
ら
れ
、
先
祖
は
遠
江
国
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
す
で
に
十
五
世
紀
に
は
詞
書
が
成
立
し
て
い
た
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』
に
は
、「
蓮
師
姓
三
国
氏
、
父
は
遠
州
刺
史
貫
名
重
連
之
次
子
重
忠

也
、
師
は
其
の
第
四
子
な
り
、
其
の
先
は
聖
武
皇
帝
の
裔
な
り
、
父
は
遠
州
よ
り
安
房
州
長
狭
郡
東
条
郷
片
海
市
河
村
小
湊
浦
に
竄は

な

た
れ
漁
叟
と
成
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
日
蓮
聖
人
伝
よ
り
ほ
か
に
史
料
と
し
て
は
確
認
で
き
な
い
し
、
な
か
で
も
「
貫ぬ

き

名な

」
の
姓
に
つ
い
て
は
史
実

と
し
て
は
必
ず
し
も
承
認
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
三
十
七
年
に
中
山
法
華
経
寺
の
聖
教
殿
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
日
蓮
聖

人
要
文
紙
背
文
書
」
の
う
ち
に
、『
破
禅
宗
』
紙
背
文
書
の
な
か
か
ら
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
六
月
六
日
付
の
「
法
橋
長
専・

ぬ
き
な
の
御
局
連
署
陳
状

案
」
に
、
長
専
と
並
ん
で
「
貫
名
の
御
局
」
が
見
え
注
目
さ
れ
る
。
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「『
破
禅
宗
』
紙
背
文
書
」
は
、『
秘
書
要
文
』『
双
紙
要
文
』『
天
台
肝
要
文
』
の
各
紙
背
文
書
と
と
も
に
、
中
山
法
華
経
寺
聖
教
殿
の
聖
教
の
中
か
ら

発
見
し
、
中
尾
堯
編
『
中
山
法
華
経
寺
史
料
』
に
お
い
て
発
表
し
た
一
二
〇
点
あ
ま
り
の
文
書
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
群
は
、
下
総
国
の
守
護
を

つ
と
め
る
千
葉
介
頼
胤
の
家
臣
で
あ
る
富
木
常
忍
の
も
と
に
集
積
さ
れ
た
も
の
で
、
守
護
所
で
の
事
務
を
遂
行
す
る
過
程
で
機
能
を
果
た
し
終
え
た
書

類
で
あ
る
。
す
で
に
用
済
み
と
な
っ
た
文
書
を
文
庫
か
ら
取
り
出
し
、
裏
返
し
に
二
つ
折
り
に
し
た
も
の
を
重
ね
綴
じ
に
仕
立
て
て
ノ
ー
ト
を
作
成
し
、

聖
教
を
書
写
す
る
帖
と
し
て
日
蓮
聖
人
に
呈
上
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
群
の
上
限
は
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）、
下
限
は
文
永
二
年
（
一
二
六

五
）
で
、
と
に
日
蓮
聖
人
が
二
九
歳
か
ら
四
四
歳
の
間
で
、
比
叡
山
遊
学
の
後
期
か
ら
立
教
開
宗
を
経
て
、
鎌
倉
で
の
活
躍
期
に
あ
た
る
。
ま
た
、
こ

の
要
文
集
の
う
ち
『
天
台
肝
要
文
』
の
紙
背
に
は
、
日
蓮
聖
人
の
折
紙
の
書
状
が
一
通
ほ
ど
混
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
要
文
紙
背
文
書
の
う
ち
、「
法

橋
長
専・

ぬ
き
な
の
御
局
連
署
陳
状
案
」
の
年
紀
の
「
宝
治
二
年
」
は
、
日
蓮
聖
人
の
比
叡
山
に
在
山
し
た
二
七
歳
の
時
に
あ
た
る
。
次
に
そ
の
全
文

を
紹
介
し
よ
う
。

「
法
橋
長
専・

ぬ
き
な
の
御
局
連
署
陳
状
案
」　

宝
治
二
年
六
月
二
日
付

（
首
欠
）
る
、
こ
の
う
ゑ
ハ
子
細
に
を
よ
ハ
さ
る
か
、
又
松
に
ゝ
た
る
草
ハ
松
よ
り
も
め
つ
ら

し
く
、
り
ん
た
う
に
た
か
ハ
ぬ
は
な
ハ
り
ん
と
う
よ
り
も
な
つ
か
し
、
こ
れ
ら
は
一
旦
の
け
い

き
也
、
再
往
の
難
に
お
よ
ハ
す
、
つ
き
に
田
に
つ
ほ
を
を
も
ち
ゐ
る
こ
と
ハ
諸
国
一
同
也
、
田

に
つ
ほ
な
く
ハ
田
舎
の
沙
汰
、
な
に
ゝ
よ
り
て
か
り
を
し
る
へ
き
、
明
仏
か
御
恩
の
多
少
な
る

を
も
て
か
し
ろ
し
へ
き
や
、
ひ
と
へ
に
無
道
の
訴
訟
に
ほ
こ
る
か
ゆ
へ
に
、
身
の
な
け
き
を
か

へ
り
ミ
す
、
不
足
言
の
申
状
也
、
尤
不
便
の
し
た
ひ
也
、
ま
こ
と
に
御
□
迹
あ
る
へ
き
か
、

以
前
条
々
大
概
如
斯
、
抑
た
い
ふ
明
仏
、
山
水
を
こ
の
む
心
あ
さ
く
、
前
截
を
す
□
思
す
く
な

き
か
ゆ
へ
に
、
池
の
た
ま
も
ゝ
あ
と
な
く
、
た
ゝ
あ
ら
ま
せ
の
庭
の
松
風
と
き
こ
ゆ
、
今
ハ
ふ

9

日
蓮
聖
人
御
生
誕
を
め
ぐ
る
古
文
書
（
中
尾
）



る
や
の
あ
と
は
か
り
と
み
え
侍
り
、
の
き
の
し
の
ふ
も
な
け
れ
ハ
、
思
い
つ
る
よ
そ
人
た
に
も

な
し
、
あ
ハ
れ
む
へ
し
、
旧
世
の
ち
り
の
ミ
つ
も
れ
り
、
か
な
し
む
へ
し
、
呉
楚
台
の
露
の
ミ

の
こ
れ
る
事
を
、
但
大
か
た
の
山
水
ハ
す
て
ハ
て
ぬ
れ
ハ
、
わ
つ
か
な
る
こ
い
け
の
水
に
魚
を

を
く
は
な
ち
を
け
り
し
あ
い
□
る
か
心
い
け
よ
り
ふ
か
し
、
山
よ
り
も
た
か
し
、
所
存
の
む
ね

尤
は
□
か
た
し
、
魚
の
中
の
な
ま
つ
い
か
な
る
ゆ
め
を
ミ
る
に
よ
て
、
た
い
ふ
明
□（

仏
）、

今
案
の

う
た
へ
を
と
ゝ
め
て
、
任
道
理
て
蒙
御
成
敗
、
い
よ
い
よ
面
目
を
ほ
と
こ
さ
ん
か
た
に
、
披
陳

言
上
如
件

　

宝
治
二
年
六
月
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
橋
長
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
き
な
の
御
局

　

あ
れ
は
つ
る
こ
い
け
の
や
ま
の
な
つ
こ
た
ち　

ぬ
し
よ
り
ほ
か
に
た
れ
か
み
る
へ
き

　

わ
か
や
と
の
い
け
の
こ
し
ま
の
松
か
せ
に　

そ
よ
く
い
な
は
の
お
と
そ
す
す
し
き
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こ
の
文
書
の
内
容
は
、
前
欠
の
た
め
に
具
体
的
な
事
情
は
わ
か
ら
な
い

が
、
大
夫
明
仏
が
所
領
に
つ
い
て
無
道
の
訴
訟
を
起
こ
す
の
で
、
こ
れ
を

止
め
る
よ
う
道
理
に
し
た
が
っ
て
裁
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
下
総
国

守
護
の
千
葉
介
頼
胤
に
要
請
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
夫
明
仏
は
風
流
を
も

解
し
な
い
と
い
い
、
小
池
の
中
の
ナ
マ
ズ
の
よ
う
に
大
き
な
存
在
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
次
い
で
年
紀
を
記
し
た
上
で
、「
法
橋
長
専・

ぬ
き
な

の
御
局
」
の
署
名
を
し
、
最
後
に
二
首
の
和
歌
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　

�

あ
れ
は
つ
る
こ
い
け
の
や
ま
の
な
つ
こ
た
ち�

�

　

ぬ
し
よ
り
ほ
か
に
た
れ
か
み
る
へ
き

　
　

�

わ
か
や
と
の
い
け
の
こ
し
ま
の
松
か
せ
に�

�

　

そ
よ
く
い
な
の
お
と
そ
す
ゝ
し
き

　

第
一
首
は
、
荒
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
庭
の
姿
を
、
手
入
れ
し
て
面
倒
を

み
る
の
は
「
主
」
よ
り
外
は
誰
も
居
な
い
と
訴
え
る
。
そ
の
「
主
」
と
は

誰
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
首
は
、
わ
が
館
の
小
池
に
浮
か
ぶ
小
島
の
松
に
、

田
圃
の
稲
葉
を
こ
え
て
吹
き
来
る
風
の
音
が
、
涼
し
く
聞
こ
え
る
快
い
景

を
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
稲い

な

葉ば

」
の
音
が
「
因い

な

幡ば

」

に
通
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
下
総
国
の
守
護
千
葉
介
頼
胤
の
家
臣
と
し
て
、

訴
訟
の
処
理
に
も
当
た
っ
て
い
た
富
木
常
忍
は
、
父
の
蓮
忍
の
代
に
因
幡

国
（
鳥
取
県
）
一
宮
か
ら
下
総
国
に
移
住
し
て
い
た
こ
と
が
、「
双
紙
要
文

「法橋長専・ ぬきなの御局連署陳状案」宝治二年六月二日付
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紙
背
文
書
」
の
う
ち
「
沙
弥
常
忍
訴
状
」
に
「
蓮
忍
令ﾚ

居ｲ

住
于
関
東ｱ

（
蓮
忍
関
東
に
居
住
せ
し
む
）」
と
あ
っ
て
明
確
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
和

歌
の
「
い
な
は
の
お
と
そ
す
す
し
き
」
は
「
稲
葉
＝
因
幡
の
音
ぞ
涼
し
き
」
で
、
守
護
の
千
葉
介
頼
胤
の
判
断
を
受
け
た
、
富
木
常
忍
か
ら
色
よ
い
返

事
を
期
待
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

次
に
、「
ぬ
き
な
の
御
局
」
に
連
署
し
た
長
専
に
つ
い
て
は
、
こ
の
紙
背
文
書
群
に
一
三
点
も
の
自
筆
文
書
を
伝
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
立
場
は
明
確

で
あ
る
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
富
木
常
忍
と
同
様
に
千
葉
介
頼
胤
の
家
臣
と
し
て
下
総
国
の
政
務
に
た
ず
さ
わ
り
、
常
に
は
鎌
倉
幕
府
に
出
向
し
て
、

幕
府
と
下
総
国
守
護
の
連
絡
に
あ
た
る
、
い
わ
ば
文
筆
官
僚
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
長
専
と
富
木
常
忍
と
は
、
鎌
倉
と
下
総
国
守
護
所
に
あ
っ
て
、

互
い
に
緊
密
な
連
絡
を
と
り
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
法
橋
長
専
書
状
」（
年
次
未
詳
）
七
月
六
日
付　
「
秘
書
」
紙
背
文
書

御
放
生
会
随
兵
役
之
事
」
以ｲ

廻
文ｱ

被ｲ
相
催ｱ
候
」
掃
部
助
殿
御
奉
行
」
に
て
、
如ﾚ

此
被ｲ

仰
下ｱ

て

候
也
、」
忩
可ｸ

令ﾚ

申ｲ

御
返
事ｱ

給ｶ

候
之
」
由
、
被ｲ

御
使
申ｱ

候
也
、
以ｲ

此
」
趣ｱ

可ﾚ

有ｲ

御
披�

露ｱ

候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　

七
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
橋
長
専
（
花
押
）

　

進
上　

富
木
入
道
殿
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「
ぬ
き
な
の
御
局
」
は
「
貫
名
の
局
」
で
、
下
総
国
の
行
政
組
織
で
み
る
と
、

守
護
の
千
葉
介
頼
胤
に
仕
え
る
女
官
に
あ
た
る
。
先
に
挙
げ
た
「
法
橋
長
専・

ぬ
き
な
の
御
局
連
署
陳
状
案
」
は
、
守
護
所
に
設
け
ら
れ
て
い
る
富
木
常
忍

の
執
務
室
に
保
存
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
、
そ
の
筆
跡
は
長
専
の
も
の
と
は
全

く
異
な
っ
て
い
て
、
ぬ
き
な
の
御
つ
ぼ
ね
み
ず
か
ら
添
削
し
た
痕
跡
が
あ
る
。

そ
の
上
、
訴
状
の
旨
を
詠
み
こ
ん
だ
和
歌
を
披
露
す
る
な
ど
、
文
学
的
才
能

を
具
え
た
知
的
な
女
性
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
陳
状
案
は
、
大
夫
明

仏
の
訴
状
に
対
す
る
陳
状
と
し
て
、
貫
名
の
御
局
が
守
護
所
の
執
務
室
で
起

草
し
、
後
程
清
書
し
た
上
で
長
専
と
と
も
に
連
署
加
判
し
て
提
出
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
下
総
の
守
護
千
葉
介
頼
胤
の
も
と
に
、
法
橋

長
専・

貫
名
局・

因
幡
国
出
身
の
富
木
常
忍
、
さ
ら
に
は
越
中
国
出
身
の
太

田
乗
明
ら
の
家
臣
が
い
て
、
主
君
か
ら
相
応
の
所
領
を
宛
て
が
わ
れ
、
主
に

文
筆
を
も
っ
て
守
護
の
職
務
を
援
け
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
「
貫

名
の
御
局
」
の
存
在
が
直
接
に
日
蓮
聖
人
の
父
貫
名
重
連
に
つ
な
が
る
と
短

絡
的
に
み
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
に
は
希
で
あ
っ
た
文
筆
の
家
と

の
関
り
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
蓮
聖
人
は
、
幼
少
の
時
か
ら
「
領
家

の
尼
」
に
恩
顧
を
蒙
り
、
若
く
し
て
清
澄
寺
の
飼
い
鹿
を
狩
る
東
条
を
追
い
、

中
国
の
故
事
に
感
覚
的
な
知
識
を
帯
び
て
政
治
情
況
に
正
確
な
理
解
を
示
し
、

「
文
つ
か
い
」
の
家
と
環
境
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い

「法橋長専書状」　七月六日付（中山法華経寺蔵）
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る
。

　

な
お
、「
ぬ
き
な
の
御
局
」
に
つ
い
て
は
、
中
尾
堯
「
日
蓮
聖
人
と
「
ぬ
き
な
の
御
局
」」（
庵
谷
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
日
蓮
教
学
と
そ
の
展
開
』

所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。「
領
家
の
尼
」
に
つ
い
て
は
、『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
所
収
「
清
澄
大
衆
中
」
建
治
二
年
正
月
十
二
日
付
（
原
本
は

中
山
法
華
経
寺
蔵
）
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

領
家
の
尼
ご
ぜ
ん
は
女
人
な
り
、
愚
痴
な
れ
ば
人
々
の
い
ひ
を
ど
せ
ば
さ
こ
そ
と
ま
し
ま
し
候
ら
め
。
さ
れ
ど
も
恩
を
し
ら
ぬ
人
と
な
り
て
、
後

生
に
悪
道
に
堕
さ
せ
給
は
ん
事
こ
そ
、
不
便
に
候
へ
ど
も
、
又
一
に
は
日
蓮
が
父
母
等
に
恩
を
か
ほ
ら
せ
た
る
人
な
れ
ば
、
い
か
に
し
て
も
後
生

を
た
す
け
た
て
ま
つ
ら
ん
と
こ
そ
い
の
り
候
へ
。（
中
略
）

（
建
治
二
年
）
正
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日　

蓮　
（
花
押
）

安
房
国
清
澄
寺
大
衆
中

三
、
日
蓮
聖
人
生
誕
の
聖
化

　

宗
教
的
偉
人
の
誕
生
を
こ
と
ほ
ぐ
た
め
に
、
出
生
の
意
義
を
さ
ま
ざ
ま
に
荘
厳
し
誕
生
伝
説
と
し
て
伝
え
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず

広
く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
誕
生
そ
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
降
誕・

再
誕・

降
臨・

化
生・

垂
迹
な
ど
、
長
編
に
わ
た
る
神
話
に
基
づ
く
観

念
に
し
た
が
っ
て
、
豊
か
に
語
彙
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
神
話
に
つ
い
て
み
る
と
、
天
上
に
位
置
す
る
高
天
原
の
神
々
の
世
界
か
ら
、
地
上
の
人
間
世
界
に
神
そ
の
ま
ま
の
姿
で
「
降
臨
」
す
る
、
垂

直
の
動
線
が
み
ら
れ
る
。
輪
廻
の
思
想
を
根
幹
と
す
る
仏
教
に
あ
っ
て
は
、
浄
土
の
仏
が
姿
を
変
え
て
人
界
に
現
れ
る
降
誕・

化
生・

化
身
、
六
道
を

輪
廻
す
る
再
誕・

転
生
な
ど
の
語
が
用
い
ら
れ
る
。
実
際
、『
立
正
安
国
論
』
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
法
然
が
勢
至
菩
薩
や
善
導
大
師
の
再
誕
と
し

て
、
広
く
敬
わ
れ
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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〇�

一
夢
の
霊
応
を
蒙
り
（
専
修
念
仏
を
）
四
裔
の
親
疎
に
弘
む
。
故
に
或
い
は
勢
至
の
化
身
と
号
し
、
或
い
は
善
導
の
再
誕
と
仰
ぐ
。
然
れ
ば
則
ち

十
方
の
貴
賎
は
頭
を
低
れ
、
一
朝
の
男
女
は
歩
み
を
運
ぶ
。

　

〇�
（
そ
の
姿
は
）
或
い
は
彼
の
遺
体
を
忍
ん
で
木
画
の
像
に
露
わ
し
、
或
い
は
其
の
妄
説
を
信
じ
て
莠
言
の
模
を
彫
り
、
こ
れ
を
海
内
に
模
め
こ
れ
を

海
外
に
も
て
あ
そ
ぶ
。

　

浄
土
教
の
僧
や
信
者
は
、
阿
弥
陀
仏
の
脇
侍
た
る
勢
至
菩
薩
、
中
国
の
浄
土
教
を
大
成
し
弘
め
た
善
導
大
師
の
、
末
法
の
世
に
再
誕
し
た
聖
者
と
し

て
法
然
を
深
く
仰
ぎ
敬
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
事
例
は
、
在
り
し
日
の
法
然
の
姿
を
絵
像
や
木
像
に
表
わ
し
、
そ
の
著
書
の
『
選
択
集
』
を
木
版
に
起

こ
し
て
国
の
内
外
に
弘
め
た
り
し
た
。

　

こ
の
例
で
も
分
か
る
よ
う
に
、「
誕
生
」
に
つ
い
て
の
意
義
付
け
は
、
そ
の
人
物
の
没
後
に
於
け
る
評
価
に
関
わ
る
も
の
で
、
存
生
の
時
に
み
ず
か
ら

試
み
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
日
蓮
聖
人
は
、
み
ず
か
ら
を
「
上
行
菩
薩
の
再
誕
」
と
公
言
す
る
こ
と
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
日
蓮
八
十
万
億

那
由
他
諸
菩
薩
の
代
官
と
し
て
こ
れ
を
申
す
」（
寺
泊
御
書
）
と
自
己
規
定
し
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
の
誕
生
を
も
っ
て
上
行
菩
薩
の
再
誕・

降
誕
と
仰
ぐ

の
は
、
没
後
に
お
け
る
祖
師
信
仰
の
営
み
で
あ
り
、
宗
祖
と
し
て
尊
崇
す
る
信
仰
の
源
泉
と
し
て
の
意
味
を
帯
び
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
意
味
で
、
勧
学
院
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
関
戸
堯
海
師
が
論
じ
た
よ
う
に
、
末
法
の
世
に
法
華
経
を
弘
め
る
べ
く
現
れ
た
上
行
菩
薩
を
、

ま
さ
に
日
蓮
聖
人
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
は
、
日
蓮
聖
人
を
敬
仰
す
る
者
の
宗
教
的
な
心
情
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
生
誕
を
仏
界
か
ら

の
「
御
降
誕
」
と
称
し
、
そ
の
日
を
上
行
菩
薩
の
「
御
降
誕
の
日
」
と
観
念
す
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
心
情
に
基
づ
く
信
仰
の
営
み
と
し
て
意
味
づ

け
ら
れ
る
。

　

日
蓮
聖
人
の
事
績
な
い
し
誕
生
を
聖
話
化
す
る
傾
向
は
、
す
で
に
在
世
中
か
ら
あ
ら
わ
れ
、
入
滅
の
後
に
は
急
速
に
広
ま
っ
て
ゆ
く
。
日
蓮
聖
人
の

七
回
忌
に
は
池
上
本
門
寺
の
「
日
蓮
聖
人
木
像
」
が
造
立
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、「
日
蓮
聖
人
画
像
」
が
描
か
れ
て
、
読
経
像
と
説
法
像
と
い
う
像
容
が

早
く
か
ら
定
ま
っ
た
。

　

日
蓮
聖
人
の
弟
子
を
は
じ
め
そ
の
後
継
者
た
ち
は
、
師
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
往
時
を
観
念
的
に
再
体
験
す
る
、
霊
場
巡
拝
の
風
が
広
ま
り
、
相
模
国
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の
片
瀬
龍
口
を
は
じ
め
と
す
る
法
難
の
故
地
、
そ
れ
に
誕
生
と
入
滅
の
地
、
墓
塔
が
定
ま
り
の
コ
ー
ス
と
し
て
選
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
の
論
点
に
つ
い
て

は
、
中
尾
堯
『
日
蓮
信
仰
の
系
譜
と
儀
礼
』・

望
月
真
澄
『
近
世
日
蓮
宗
の
祖
師
信
仰
と
守
護
神
信
仰
』『
身
延
山
信
仰
の
形
成
と
伝
播
』『
身
延
山
参
詣

路
を
あ
る
く
』
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

こ
の
よ
う
な
日
蓮
聖
人
を
祖
師
と
仰
ぐ
祖
師
信
仰
に
お
い
て
特
色
と
さ
れ
る
の
は
、
他
の
祖
師
に
は
み
ら
れ
な
い
ほ
ど
大
量
の
真
蹟
遺
文
が
伝
来
し
、

そ
の
蒐
集
保
存
が
情
熱
的
に
図
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
日
蓮
聖
人
の
伝
記
を
編
纂
し
叙
述
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
依
っ
て
立
つ
べ
き
論
拠

が
真
蹟
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
長
所
を
フ
ル
に
い
か
し
て
、
日
蓮
聖
人
伝
を
体
系
的
に
ま
と
め
た
の
が
日
朝
の
『
元
祖
化

導
記
』
と
日
澄
の
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』
で
、
い
ず
れ
も
室
町
時
代
十
五・

六
世
紀
の
交
に
成
立
し
た
。
こ
の
両
書
は
、
日
蓮
聖
人
遺
文
の
体
系
と
、

遺
跡
の
巡
歴
を
も
と
と
し
た
伝
記
の
構
築
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
他
の
祖
師
伝
に
突
出
し
た
特
色
で
あ
る
。

　

こ
の
二
書
の
な
か
で
、『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』
全
五
巻
は
、
日
蓮
聖
人
の
生
涯
を
さ
ま
ざ
ま
な
奇
瑞
譚
と
縁
起
に
よ
っ
て
見
事
に
荘
厳
し
、
祖
師
信
仰

の
祖
型
を
な
し
て
い
る
。
第
一
巻
の
「
第
一　

誕
生
」
で
は
、
日
蓮
聖
人
の
生
誕
を
次
の
よ
う
に
叙
述
し
て
い
る
。

蓮
氏
姓
三
国
氏
、
父
遠
州
刺
史
貫
名
重
実
之
次
子
重
忠
也
、
師
其
第
四
子
也
、
其
先
聖
武
皇
帝
之
裔
、
父
自ｲ

遠
江
州ｱ

竄ｲ

安
房
州
長
狭
郡
東
条
郷

片
海
市
河
村
小
湊
浦ｱ

、
成ｲ

魚
叟ｱ

、
母
清
氏
、
恒
仰ｲ
朝
曦ｱ

念
誦
、
夢ｲ

日
光
映ﾅ

胸
娠
、
本
朝
八
十
六
代
帝
後
堀
川
院
〈
諱
秀
仁
〉
御
宇
、
貞
応

元
年
〈
壬
午
〉
二
月
十
六
日
午
刻
誕
焉
、
如
来
滅
後
当
二
千
一
百
七
十
〈
或
一
〉
年
、
面
貌
厳
毅
、
容
儀
挺
特
、
如
来
二
月
十
五
日
示ﾚ

滅
、
元
祖

十
六
日
現ﾚ

生
、
死
生
次
恐
有ﾚ

以
、

　

�

蓮
氏
の
姓
は
三
国
氏
、
父
は
遠
州
の
刺
史
貫
名
重
実
の
次
子
重
忠
也
、
師
は
其
の
第
四
子
也
、
其
の
先
は
聖
武
皇
帝
の
裔
、
父
は
遠
江
州
よ
り
安
房
州
長
狭
郡
東
条
郷

片
海
市
河
村
小
湊
浦
に
竄
さ
れ
、
魚
叟
と
な
れ
り
、
母
は
清
氏
、
恒
に
朝
曦
を
仰
ぎ
念
誦
せ
り
、
日
光
の
胸
に
映
る
を
夢
み
て
娠
め
り
、
本
朝
八
十
六
代
帝
後
堀
川
院

〈
諱
秀
仁
〉
御
宇
、
貞
応
元
年
〈
壬
午
〉
二
月
十
六
日
午
の
刻
に
誕
れ
た
ま
え
り
、
如
来
滅
後
二
千
一
百
七
十
〈
或
一
〉
年
に
当
た
る
、
面
貌
は
厳
毅
に
し
て
、
容
儀
は

挺
特
な
り
、
如
来
は
二
月
十
五
日
に
滅
を
示
し
た
ま
え
り
、
元
祖
は
十
六
日
に
生
を
現
じ
た
ま
え
り
、
死
生
の
次
は
恐
く
は
以
有
る
な
り
、
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こ
の
詞
書
つ
い
て
み
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。

①　
�

ま
ず
、「
蓮
氏
の
姓
は
三
国
氏
な
り
、
父
は
遠
州
刺
史
貫
名
重
実
の
次
子
重
忠
也
、
師
は
そ
の
第
四
子
な
り
、
そ
の
先
は
聖
武
天
皇
の
裔
な
り
」

と
、
日
蓮
聖
人
の
父
の
系
譜
が
、
聖
武
天
皇
の
後
裔
に
あ
た
る
遠
江
国
の
国
司
に
あ
る
と
い
う
、「
貴
種
」
の
出
で
あ
る
と
す
る
。

②　

�

父
が
辺
境
の
安
房
国
に
在
っ
た
所
以
を
「
父
は
遠
江
州
よ
り
安
房
州
長
狭
郡
東
条
郷
片
海
市
河
村
小
湊
浦
に
竄
れ
て
漁
叟
と
な
る
」
と
し
て
、
貴

い
家
柄
の
人
が
そ
の
在
所
を
離
れ
、
他
郷
で
立
派
に
暮
ら
す
と
い
う
、「
貴
種
流
離
譚
」
が
成
り
立
つ
。

③　

�

そ
の
母
に
つ
い
て
は
「
母
は
清
氏
な
り
、
恒
に
朝
曦
を
仰
ぎ
念
誦
せ
り
、
日
光
の
胸
に
映
ず
る
を
夢
み
て
娠
め
り
」
と
、
母
が
清
原
氏
の
姓
で
あ

り
、
日
蓮
聖
人
を
孕
む
に
至
っ
た
日
々
の
信
仰
を
い
う
。

④　

�

生
誕
の
日
を
、「
本
朝
八
十
六
代
帝
後
堀
川
院
諱
秀
仁
御
宇
、
貞
応
元
年
壬
午
二
月
十
六
日
午
刻
誕
れ
た
ま
う
」
と
叙
述
す
る
。
日
蓮
聖
人
生
誕
二
〇

〇
年
後
の
頃
に
は
、
す
で
に
二
月
十
六
日
午
の
刻
と
、
誕
生
の
時
刻
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

⑤　

�

生
誕
の
年
を
、「（
釈
迦
）
如
来
滅
後
二
千
一
百
七
十
或
一
年
に
当
た
れ
り
」
と
、
仏
教
史
上
に
意
義
付
け
る
。

⑥　

�

生
誕
の
日
を
、「
面
貌
は
厳
毅
に
し
て
、
容
儀
は
提
特
な
り
、
如
来
は
二
月
十
五
日
滅
を
示
し
、
元
祖
は
十
六
日
に
生
を
現
じ
た
ま
う
、
死
生
の
次

以
あ
る
か
」
と
、
誕
生
日
を
釈
尊
入
滅
の
翌
日
な
る
こ
と
の
意
味
を
、「
順
次
生
」
の
表
れ
と
説
く
。

⑦　

�「
こ
の
汀
に
小
水
有
り
、
旱
澇
に
も
乾
溢
な
ら
ず
、
是
れ
産
育
の
浴
場
也
」
と
、
現
在
も
語
ら
れ
て
い
る
「
三
奇
瑞
」
の
う
ち
「
誕
生
水
」
が
語
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
青
蓮
華
」
と
「
鯛
の
浦
」
に
は
触
れ
て
い
な
い
の
で
、「
三
奇
瑞
」
が
整
う
の
は
、
も
っ
と
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の

「
三
奇
瑞
」
に
つ
い
て
は
、
勧
学
院
研
修
会
に
お
け
る
岡
田
真
水
氏
の
発
言
が
注
目
さ
れ
る
。

　

超
越
的
な
宗
教
的
偉
人
で
あ
り
、
一
宗
の
祖
師
で
あ
る
日
蓮
聖
人
の
伝
記
を
め
ぐ
り
、
時
代
を
越
え
て
様
々
な
荘
厳
が
加
え
ら
れ
、
神
秘
的
な
装
い

を
ま
と
っ
た
日
蓮
聖
人
像
が
描
き
上
げ
ら
れ
る
。
き
わ
め
て
合
理
的
志
向
の
つ
よ
い
日
蓮
聖
人
の
事
績
の
認
識
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
構
成

さ
れ
た
日
蓮
聖
人
伝
が
、
堅
い
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
長
い
歴
史
の
過
程
で
神
話
化
を
遂
げ
た
伝
記
の
物
語

の
中
に
、
信
仰
を
受
け
と
め
る
側
の
心
情
を
窺
う
と
と
も
に
、
新
た
な
教
理
上
の
意
味
付
け
を
試
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
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四
、
結　

論

　

は
じ
め
に
挙
げ
た
三
項
目
に
つ
い
て
、
新
出
の
古
文
書・

文
献
を
紹
介
し
な
が
ら
、
一
応
の
見
通
し
を
立
て
た
。
ま
ず
、
日
蓮
聖
人
を
、
日
本
史
上

の
歴
史
的
存
在
と
し
て
捉
え
た
場
合
、
誕
生
地
の
片
海
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
文
筆
を
も
っ
て
主
君
に
仕
え
る
家
臣
＝
被
官
、
ま
た
は
荘
園
の
現
地

に
お
け
る
実
務
者
た
る
荘
官
な
ど
の
環
境
に
、
出
自
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
日
蓮
聖
人
の
一
生
に
わ
た
る
文
筆
活
動
が
、
宗
教
上
は
勿
論
の
こ
と
、

社
会
的
に
も
高
い
精
度
を
誇
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
逆
説
的
に
文
筆
の
家
と
い
う
そ
の
出
自
が
想
定
で
き
る
。

　

あ
と
の
二
つ
の
問
題
は
、
あ
わ
せ
て
日
蓮
聖
人
の
聖
化
と
し
て
扱
っ
た
。
ま
ず
、
聖
人
の
生
誕
を
有
意
義
的
に
意
味
す
る
「
降
誕
」「
再
誕
」「
化
身
」

な
ど
の
用
語
が
、
仏
教
の
輪
廻
の
思
想
を
も
と
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
日
蓮
聖
人
の
生
誕
が
「
上
行
菩
薩
の
降
誕
」
と
意
義
付
け
ら

れ
る
所
以
は
、『
法
華
経
』
の
教
説
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
日
蓮
聖
人
を
讃
仰
す
る
者
の
宗
教
的
な
営
み
に
よ
る
も
の
で
、
自
称

で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
蓮
聖
人
伝
の
神
話
化
は
体
験
的
に
進
ん
で
、『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』
に
み
る
祖
師
と
し
て
の
伝
記
が
生
ま
れ
、
神

秘
的
な
装
い
を
こ
ら
し
た
日
蓮
聖
人
の
伝
記
と
し
て
、
今
日
に
息
づ
い
て
い
る
。
日
蓮
聖
人
の
事
績
を
、『
法
華
経
』
の
教
説
を
も
と
に
聖
化
す
る
営
み

は
、
日
蓮
聖
人
自
ら
に
よ
っ
て
す
で
に
始
め
ら
れ
、
そ
の
後
継
者
や
信
仰
者
に
よ
っ
て
急
速
に
進
め
ら
れ
た
。
日
蓮
聖
人
の
遺
文
に
向
か
う
と
き
、
そ

れ
は
「
宗
教
文
書
」
で
あ
り
「
信
仰
の
典
籍
」
で
あ
る
こ
と
を
、
何
よ
り
も
深
く
理
解
し
前
提
と
す
べ
き
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
聖
話
の
意
義

付
け
を
し
っ
か
り
試
み
る
こ
と
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
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